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提
　
言

『
日
本
宗
教
史
』
全
六
巻
の
刊
行
に
寄
せ
て

島　

薗　
　

進

は
じ
め
に

　

伊
藤
聡
・
上
島
享
・
佐
藤
文
子
・
吉
田
一
彦
の
四
氏
の
編
集
に

よ
る
シ
リ
ー
ズ
『
日
本
宗
教
史
』（
全
六
巻
）
の
刊
行
に
よ
っ
て
大

い
に
元
気
づ
け
ら
れ
た
一
読
者
と
し
て
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
の

意
義
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
る
。
ま
ず
は
個
人
的
な
回
顧
か
ら
始

め
た
い
。
私
は
自
分
の
専
攻
す
る
研
究
分
野
・
研
究
領
域
を
述
べ

る
と
き
は
、「
宗
教
学
・
死
生
学
・
近
代
日
本
宗
教
史
」
な
ど
と

す
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
、
と
き
に
は
「
日
本
宗
教
史
」
と
書
く

こ
と
も
あ
る
。
他
方
、「
宗
教
社
会
学
」
と
書
く
こ
と
は
あ
ま
り

な
い
が
、
実
は
自
分
の
し
て
い
る
こ
と
が
宗
教
社
会
学
に
近
い
と

い
う
こ
と
も
意
識
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
私
の
研
究
歴
、
と
く
に
研
究
を
始
め
た
頃
の
こ
と

か
ら
述
べ
て
い
く
と
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
宗
教

学
宗
教
史
学
専
攻
で
一
九
七
二
年
に
ま
と
め
た
修
士
論
文
は
、
折

口
信
夫
の
「
民
族
論
理
」
論
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
だ
っ
た
。
続

い
て
一
九
七
〇
年
代
半
ば
か
ら
八
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
は
、
初

期
新
宗
教
、
す
な
わ
ち
天
理
教
や
金
光
教
の
教
祖
の
宗
教
性
に
つ

い
て
研
究
し
た
。
ど
ち
ら
も
自
分
な
り
に
日
本
人
の
宗
教
性
に
つ

い
て
わ
か
り
た
い
と
い
う
こ
と
と
、
そ
も
そ
も
宗
教
と
は
何
か
に

つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
こ
と
が
動
機
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
初

期
新
宗
教
研
究
が
宗
教
史
研
究
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
た
か
に
つ
い

て
も
う
少
し
述
べ
た
い
。
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55　［提言］『日本宗教史』全六巻の刊行に寄せて
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一
、
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
宗
教
史
研
究
を
振
り
返
る

民
衆
宗
教
研
究
と
そ
の
周
辺

　

一
九
七
〇
年
代
に
日
本
の
初
期
新
宗
教
研
究
に
と
り
か
か
る
と

き
、
手
が
か
り
に
な
っ
た
の
は
、
一
方
で
は
、
日
本
の
人
文
社
会

科
学
、
な
か
で
も
歴
史
学
や
民
俗
学
に
お
け
る
宗
教
研
究
で
あ
り
、

他
方
で
は
、
欧
米
の
宗
教
社
会
学
の
理
論
だ
っ
た
。
国
際
的
な
比

較
を
踏
ま
え
、
現
代
的
な
人
文
社
会
科
学
の
宗
教
理
解
に
照
ら
し

な
が
ら
、「
日
本
の
新
宗
教
と
は
何
か
」
を
捉
え
た
い
と
考
え
た

の
だ
。

　

そ
の
際
、
日
本
の
歴
史
学
や
民
俗
学
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
か
っ

た
。
初
期
新
宗
教
研
究
（
天
理
教
、
金
光
教
な
ど
）
に
関
わ
る
歴
史

学
の
成
果
と
し
て
は
、
民
衆
思
想
史
・
民
衆
文
化
史
の
立
場
か
ら

の
「
民
衆
宗
教
」
論
研
究
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た
。
村
上
重

良
『
近
代
民
衆
宗
教
史
の
研
究
』（
増
訂
版
、
法
藏
館
、
一
九
六
三
年
）、

鹿
野
政
直
『
資
本
主
義
形
成
期
の
秩
序
意
識
』（
筑
摩
書
房
、
一
九

六
九
年
）、
安
丸
良
夫
『
日
本
の
近
代
化
と
民
衆
思
想
』（
青
木
書
店
、

一
九
七
四
年
）、
ひ
ろ
た
ま
さ
き
『
文
明
開
化
と
民
衆
意
識
』（
青
木

書
店
、
一
九
八
〇
年
）
と
い
っ
た
研
究
で
あ
る
。
村
上
重
良
・
安
丸

良
夫
『
日
本
思
想
大
系
（（�

民
衆
宗
教
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九

七
一
年
）
に
は
大
い
に
助
け
ら
れ
た
。
村
上
は
宗
教
学
を
学
ん
だ

人
だ
が
、
歴
史
学
の
影
響
の
方
が
大
き
い
と
い
う
タ
イ
プ
の
研
究

者
だ
っ
た
。
村
上
の
編
で
平
凡
社
の
東
洋
文
庫
か
ら
民
衆
宗
教
の

聖
典
も
何
冊
か
刊
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
究
領
域
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
発
展
史
観
を
民
衆
文
化

や
宗
教
文
化
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
す
よ
う
な
方
向
で
進
め
ら
れ

て
い
た
も
の
だ
。
世
界
的
に
は
、
民
衆
文
化
研
究
（
ミ
シ
ュ
レ
、
グ

ラ
ム
シ
な
ど
）
や
ア
ナ
ー
ル
派
の
社
会
史
、
あ
る
い
は
サ
バ
ル
タ

ン
研
究
な
ど
の
流
れ
へ
と
連
な
る
も
の
と
相
通
じ
る
方
向
性
を
も

っ
た
も
の
だ
。
私
は
小
沢
浩
、
桂
島
宣
弘
、
神
田
秀
雄
と
い
っ
た

研
究
者
と
交
流
し
な
が
ら
、
民
衆
宗
教
・
新
宗
教
研
究
を
進
め
て

い
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
流
れ
の
研
究
は
今
の
日
本
の
歴
史
学
に
お

け
る
宗
教
研
究
へ
と
つ
な
が
っ
て
は
い
な
い
よ
う
だ
。『
神
道
の

成
立
』（
平
凡
社
、
一
九
七
九
年
）
の
著
者
で
あ
る
高
取
正
男
と
は
、

国
立
民
族
学
博
物
館
の
民
衆
宗
教
運
動
の
比
較
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
交
流
す
る
機
会
を
も
っ
た
。
千
年
王
国
運
動
の
比
較
研
究

に
取
り
組
む
文
化
人
類
学
者
や
歴
史
学
者
と
も
交
流
す
る
機
会
を

得
た
。

民
俗
学
と
日
本
宗
教
史
研
究
会

　

一
方
、
民
俗
学
に
近
い
領
域
の
研
究
に
も
大
い
に
参
考
に
な
る

も
の
が
あ
っ
た
。
宮
田
登
『
ミ
ロ
ク
信
仰
の
研
究
』（
未
來
社
、
一

九
七
〇
年
）、
同
『
生
き
神
信
仰
』（
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
）、
桜
井
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徳
太
郎
『
講
集
団
成
立
過
程
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二

年
）、
同
『
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
』
上
・
下
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九

七
四
年
・
七
七
年
）
な
ど
で
あ
る
。
宮
田
や
桜
井
は
東
京
教
育
大
学

で
歴
史
学
と
民
俗
学
を
学
び
教
え
た
人
た
ち
だ
が
、
そ
の
周
囲
に

は
宗
教
史
研
究
を
自
分
の
分
野
と
す
る
人
々
が
多
く
、
日
本
宗
教

史
研
究
会
と
い
う
研
究
者
集
団
も
あ
っ
た
。
笠
原
一
男
、
下
出
積

輿
、
大
隅
和
雄
、
圭
室
文
雄
、
池
田
英
俊
と
い
っ
た
人
々
も
い
て
、

独
自
の
相
互
交
流
の
場
を
も
っ
て
い
た
。
こ
の
研
究
者
集
団
は

『
日
本
宗
教
史
研
究
年
報
』（
一
九
七
八
～
八
三
年
）
を
刊
行
し
て
い

た
時
期
も
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
の
初
頭
に
は
『
講
座
神
道
』
全

三
巻
（
桜
楓
社
）
も
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
研
究
者
集
団
と
重
な
る
著
者
た
ち
が
評
論
社
か
ら
「
日
本

人
の
行
動
と
思
想
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
出
し
た
の
も
一
九
七
〇

年
前
後
で
、
高
木
豊
『
日
蓮
』、
笠
原
一
男
『
一
向
一
揆
』、
吉
田

久
一
『
日
本
の
近
代
社
会
と
仏
教
』、
森
岡
清
美
『
日
本
の
近
代

社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
』
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。
森
岡
は
社
会
学

者
だ
が
、
歴
史
学
的
な
宗
教
研
究
の
成
果
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に

遡
る
と
、
家
永
三
郎
・
赤
松
俊
秀
・
圭
室
諦
成
監
修
『
日
本
仏
教

史
』
全
三
巻
（
法
藏
館
、
一
九
六
七
年
）
が
あ
っ
た
の
は
心
強
か
っ

た
。
佼
成
出
版
社
か
ら
『
ア
ジ
ア
仏
教
史
』（
全
二
〇
巻
）
が
刊
行

さ
れ
た
の
も
一
九
七
〇
年
代
前
半
だ
っ
た
。
歴
史
学
に
お
い
て
は

な
お
マ
ル
ク
ス
主
義
の
影
響
が
色
濃
く
、
社
会
経
済
史
研
究
が
主

軸
だ
っ
た
時
代
だ
が
、
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
七
〇
年

代
に
は
日
本
宗
教
史
研
究
が
あ
る
程
度
の
研
究
者
の
層
を
形
成
し

て
お
り
、
私
は
そ
れ
に
助
け
ら
れ
て
初
期
新
宗
教
（
民
衆
宗
教
）

研
究
を
進
め
た
の
だ
っ
た
。

二
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
展
開

九
〇
年
代
以
降
の
日
本
仏
教
研
究
と
宗
教
史
・
思
想
史

　

そ
の
後
の
展
開
を
思
い
起
こ
す
と
、
一
九
九
二
年
に
は
日
本
近

代
仏
教
史
研
究
会
が
開
始
さ
れ
、
同
時
期
に
大
久
保
良
峻
、
佐
藤

弘
夫
、
末
木
文
美
士
、
林
淳
、
松
尾
剛
次
に
よ
る
日
本
仏
教
研
究

の
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
の
集
団
が
解
散
し
た
後
、
日
本

仏
教
綜
合
研
究
学
会
が
立
ち
上
が
っ
た
の
は
二
〇
〇
二
年
で
あ
る
。

『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
』
全
一
五
巻
、
う
ち
日
本
仏
教
史
は
五
巻

（
二
〇
一
〇
～
一
一
年
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
高
埜
利

彦
ら
に
よ
る
近
世
宗
教
史
研
究
の
動
き
も
あ
っ
た
。
古
代
史
、
中

世
史
で
宗
教
研
究
が
豊
か
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
も
い
く
ら
か
は

知
っ
て
い
た
が
、
勉
強
不
足
は
否
め
な
い
。
私
に
と
っ
て
は
、
こ

れ
ら
が
私
が
大
学
院
生
の
頃
に
学
ん
だ
日
本
宗
教
史
研
究
に
か
わ

る
新
世
代
の
日
本
宗
教
史
研
究
の
諸
潮
流
で
あ
る
が
、
十
分
に
理

解
し
得
て
い
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
た
。

　

二
〇
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に
か
け
て
、
吉
川
弘
文
館
か
ら
刊
行
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さ
れ
た
シ
リ
ー
ズ
『
日
本
仏
教
史
』（
全
六
巻
）
は
、
歴
史
学
の
新

た
な
展
開
に
疎
い
も
の
が
感
じ
て
い
た
こ
の
欠
落
感
を
払
拭
し
て

く
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
な
お
、
私
自
身
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時

代
ま
で
を
扱
っ
た
シ
リ
ー
ズ
『
日
本
人
と
宗
教
』
全
六
巻
（
春
秋

社
、
二
〇
一
四
～
一
六
年
）、
明
治
維
新
期
か
ら
現
代
ま
で
を
扱
っ
た

シ
リ
ー
ズ
『
近
代
日
本
宗
教
史
』
全
六
巻
（
春
秋
社
、
二
〇
二
〇
～

二
一
年
）
の
編
集
に
加
わ
っ
て
い
る
。
近
世
以
降
に
つ
い
て
は
何

と
か
追
い
つ
こ
う
と
し
て
き
た
が
、
そ
れ
以
前
は
諦
め
ざ
る
を
え

な
か
っ
た
の
だ
。

　

一
方
、
日
本
思
想
史
研
究
の
方
は
日
本
思
想
史
学
会
の
存
在
も

あ
り
、
堅
調
な
発
展
を
続
け
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
日
本
思
想

史
研
究
と
日
本
宗
教
史
研
究
と
が
相
並
ん
で
刺
激
し
合
う
よ
う
な

形
で
発
展
す
る
基
盤
が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
本
シ

リ
ー
ズ
『
日
本
宗
教
史
』
は
日
本
思
想
史
研
究
の
動
向
に
も
相
応

の
関
心
を
払
い
、
そ
の
成
果
を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
よ
う
に

見
受
け
ら
れ
る
。

本
シ
リ
ー
ズ
の
目
指
す
と
こ
ろ

　

で
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
『
日
本
宗
教
史
』
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
編
者
連
名
の
「
刊
行
の
こ
と
ば
」
や
吉
田
一
彦

「
総
論�

日
本
宗
教
史
を
問
い
直
す
」（
第
一
巻
『
日
本
宗
教
史
を
問
い

直
す
』）
に
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
目
指
す
と
こ
ろ
が
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
。
後
者
で
は
、「
第
一
は
、
日
本
の
宗
教
史
を
文
化
交
流
史
の

視
座
か
ら
捉
え
る
こ
と
」、「
第
二
は
、
日
本
の
宗
教
史
を
国
家
や

社
会
と
の
関
係
で
考
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
国
家
と
宗
教
、
政
治

と
宗
教
と
い
う
視
座
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
」、「
第
三
は
、
日
本
の

宗
教
史
を
宗
教
の
土
着
と
い
う
視
座
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
」
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
「
第
三
」
は
、
文
化
交
流
に
お
い
て
、
新
し
い

も
の
が
取
り
込
ま
れ
た
り
生
ま
れ
た
り
す
る
先
端
的
な
層
と
、
そ

れ
が
民
衆
を
含
む
広
い
層
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
く
事
態
と
の
双

方
を
捉
え
、
民
衆
史
に
通
じ
る
後
者
も
重
ん
じ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
政
治
史
か
ら
文
化
史
・
社
会
史
ま
で
の

歴
史
の
全
体
を
見
よ
う
と
す
る
歴
史
学
の
本
流
的
な
姿
勢
、
一
国

史
を
超
え
て
世
界
史
、
ア
ジ
ア
史
の
な
か
で
捉
え
、
と
り
わ
け

「
文
化
交
流
」
を
重
ん
じ
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、「
刊
行
の
こ
と
ば
」
で
は
、「
一
つ
は
、
日
本
の
宗
教
を

古
代
・
中
世
・
近
世
・
近
代
・
現
代
と
い
う
長
い
時
間
軸
の
中
で

と
ら
え
、
各
時
代
に
お
け
る
特
質
や
時
期
的
な
変
遷
あ
る
い
は
継

続
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
」、「
二
つ
目
は
、
日
本
の

宗
教
を
世
界
の
文
化
と
歴
史
の
中
で
考
え
る
こ
と
」、「
三
つ
目
は
、

日
本
列
島
に
生
き
た
人
々
の
信
仰
の
実
態
に
着
目
し
て
宗
教
史
を

研
究
す
る
こ
と
」、「
四
つ
目
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
分
野
か
ら
日

本
宗
教
史
を
再
構
築
す
る
こ
と
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
吉
田
の

第
一
巻
「
総
論
」
と
重
な
り
合
っ
て
い
る
の
は
当
然
だ
が
、
こ
こ
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で
は
さ
ら
に
、
多
分
野
に
よ
る
共
同
で
取
り
組
み
、「
人
文
学
」

と
し
て
の
新
た
な
研
究
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
学
に
軸

足
を
起
き
つ
つ
も
、
個
々
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
を
超
え
て
新
た
な

「
人
文
学
」
を
展
望
す
る
と
い
う
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

た
い
へ
ん
野
心
的
な
編
集
方
針
で
あ
り
、
そ
れ
が
確
か
に
実
現

し
て
い
る
こ
と
に
大
い
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
六
巻
の
構
成
は
以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。

吉
田
一
彦
・
上
島
享
編
『
日
本
宗
教
史
1�

日
本
宗
教
史
を
問

い
直
す
』　

上
島
享
・
吉
田
一
彦
編
『
日
本
宗
教
史
2�

世
界
の
な
か
の
日

本
宗
教
』

伊
藤
聡
・
吉
田
一
彦
編
『
日
本
宗
教
史
3�
宗
教
の
融
合
と
分

離
・
衝
突
』

佐
藤
文
子
・
上
島
享
編
『
日
本
宗
教
史
（�

宗
教
の
変
容
と
交

流
』

伊
藤
聡
・
佐
藤
文
子
編
『
日
本
宗
教
史
5�

日
本
宗
教
の
信
仰

世
界
』

佐
藤
文
子
・
吉
田
一
彦
編
『
日
本
宗
教
史
（�

日
本
宗
教
史
研

究
の
軌
跡
』

世
界
史
や
ア
ジ
ア
史
の
中
で
考
え
る

　

世
界
史
や
ア
ジ
ア
史
の
中
で
考
え
る
と
い
う
点
は
、
多
く
の
論

考
で
示
さ
れ
て
い
る
。
七
〇
年
代
、
八
〇
年
代
あ
た
り
ま
で
の
日

本
宗
教
史
で
は
、
日
本
の
一
国
内
で
の
変
化
や
展
開
と
見
ら
れ
が

ち
で
あ
っ
た
も
の
を
、
世
界
史
や
ア
ジ
ア
史
、
と
り
わ
け
中
国
に

お
け
る
宗
教
史
の
変
化
や
展
開
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
捉
え
る
と
い

う
視
座
で
あ
る
。
法
然
、
道
元
、
親
鸞
、
日
蓮
ら
、
鎌
倉
仏
教
の

祖
師
た
ち
が
独
自
の
境
地
を
切
り
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
仏

教
史
は
大
き
く
そ
の
様
相
が
変
容
し
た
と
い
う
見
方
は
後
景
に
退

い
て
い
る
。

　

実
際
、
上
島
享
の
「
日
本
中
世
の
宗
教
史
」（
第
一
巻
『
日
本
宗

教
史
を
問
い
直
す
』）
に
は
、
祖
師
た
ち
の
「
新
仏
教
」
の
解
説
は

ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。「
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
世
界
の
変
貌
」
か

ら
説
き
起
こ
さ
れ
、
安
氏
の
乱
（
八
世
紀
中
葉
）
か
ら
「
唐
宋
変

革
」
へ
と
い
う
大
陸
の
体
制
変
革
が
、
九
世
紀
の
「
国
風
文
化
」

の
興
隆
に
つ
な
が
る
。
続
い
て
貴
族
に
よ
る
支
配
が
崩
れ
て
、
地

方
の
反
乱
が
恐
れ
ら
れ
る
時
代
と
な
り
、
忠
誠
を
重
ん
じ
る
武
士

権
力
と
封
建
体
制
へ
と
進
ん
で
い
く
。
権
門
体
制
・
顕
密
仏
教
が

主
軸
だ
が
、
そ
こ
か
ら
日
本
独
自
の
宗
派
的
な
分
立
が
起
こ
っ
て

い
く
と
捉
え
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。
だ
が
、
上
島
の
論
で
仏
教

の
変
革
は
国
内
の
リ
ー
ダ
ー
の
主
導
に
よ
る
内
在
的
な
変
革
と
い

う
よ
り
、
社
会
構
造
の
変
化
と
と
も
に
顕
密
仏
教
と
異
質
な
浄
土

教
・
禅
・
律
が
興
隆
す
る
中
国
宋
代
仏
教
が
も
た
ら
し
た
も
の
し

て
捉
え
ら
れ
る
側
面
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。
蘭
渓
道
隆
の
重
要
性
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が
強
調
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
室
町
時
代
に
進
む
中

世
宗
教
の
解
体
は
モ
ン
ゴ
ル
・
イ
ン
パ
ク
ト
に
よ
る
世
界
史
的
な

支
配
秩
序
の
変
革
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
の
目
指
す

と
こ
ろ
は
、
中
世
の
宗
教
史
叙
述
に
お
い
て
典
型
的
に
具
現
さ
れ

て
い
る
よ
う
だ
。

　

私
自
身
、
仏
教
の
社
会
倫
理
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
、
鎌
倉

新
仏
教
に
重
き
を
置
く
祖
師
中
心
の
仏
教
史
が
近
代
的
な
宗
教
観

に
偏
り
、
ま
た
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
自
国
中
心
主
義
に
陥
る
も
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
き
た
（『
日
本
仏
教
の
社
会
倫
理
』
岩
波
書
店
、
二

〇
一
三
年
）。
そ
こ
で
は
、
和
辻
哲
郎
や
中
村
元
の
、
ま
た
鈴
木
大

拙
、
丸
山
眞
男
、
井
上
光
貞
ら
の
基
底
に
あ
る
鎌
倉
新
仏
教
中
心

史
観
の
捉
え
返
し
を
試
み
た
つ
も
り
だ
が
、
唐
か
ら
宋
へ
の
中
国

仏
教
の
大
き
な
転
換
が
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
知
識
が
十

分
で
な
か
っ
た
。
上
島
に
よ
る
中
世
仏
教
史
の
展
望
は
、
東
ア
ジ

ア
大
乗
仏
教
の
歴
史
と
い
う
視
点
の
下
で
、
日
本
の
中
世
仏
教
を

捉
え
て
お
り
、
日
本
宗
教
史
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
起
こ
り
つ
つ

あ
る
と
感
じ
た
。

国
家
仏
教
と
神
仏
融
合

　

以
上
は
本
シ
リ
ー
ズ
の
特
徴
が
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
も
の
を

示
そ
う
と
し
た
も
の
だ
が
、
シ
リ
ー
ズ
全
体
が
意
図
的
に
そ
れ
を

遂
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
第
六
巻
『
日
本
宗

教
史
研
究
の
軌
跡
』
で
は
、
自
覚
的
に
従
来
の
日
本
宗
教
史
研
究

の
再
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
宗
教
」「
仏
教
」「
神
道
」
概
念

の
近
代
的
バ
イ
ア
ス
の
検
討
、
日
本
の
「
宗
教
学
」「
宗
教
社
会

学
」
の
捉
え
返
し
、「
宗
派
」
概
念
の
検
討
、「
祖
師
史
観
」
の
捉

え
返
し
な
ど
、
い
ず
れ
も
時
宜
に
か
な
っ
た
方
法
論
的
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

編
者
の
一
人
で
あ
る
佐
藤
文
子
ら
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た

奈
良
時
代
の
仏
教
を
「
国
家
仏
教
」
と
す
る
論
の
批
判
に
つ
い
て

は
、
第
六
巻
で
佐
藤
自
身
と
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ロ
ウ
に
よ
っ
て
わ
か

り
や
す
く
説
か
れ
て
い
る
。
境
野
光
洋
か
ら
黒
板
勝
美
へ
と
引
き

継
が
れ
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
像
が
強
調
さ
れ
た
戦
前
か
ら
、
戦
時
期

の
経
験
を
経
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
像
に
転
換
し
つ
つ
、「
国
家
仏
教
」

と
い
う
枠
組
み
は
維
持
さ
れ
、
一
九
七
一
年
の
井
上
光
貞
『
日
本

古
代
の
国
家
と
仏
教
』（
岩
波
書
店
）
へ
と
至
る
。
し
か
し
、
奈
良

時
代
の
仏
教
が
広
く
当
時
の
社
会
の
諸
地
域
、
諸
階
層
に
実
践
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
資
料
の
検
討
が
進
み
、
も
は
や
「
国
家
仏

教
」
は
受
け
入
れ
に
く
い
固
定
観
念
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

同
様
に
、
神
仏
習
合
を
日
本
独
自
の
現
象
と
し
て
強
調
す
る
捉

え
方
に
つ
い
て
も
再
検
討
が
進
ん
で
い
る
。
第
三
巻
『
宗
教
の
融

合
と
分
離
・
衝
突
』
に
収
録
さ
れ
た
吉
田
一
彦
「
奈
良
・
平
安
時

代
の
神
仏
融
合
」
は
、
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。

「
仏
法
と
神
信
仰
の
融
合
は
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
ベ
ト
ナ
ム
、
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台
湾
な
ど
の
大
乗
仏
教
圏
に
広
く
見
ら
れ
、
東
南
ア
ジ
ア
の
上
座

部
仏
教
圏
に
も
見
ら
れ
る
」（
四
一
頁
）。
そ
も
そ
も
イ
ン
ド
に
お

い
て
濃
厚
に
展
開
し
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。
だ
が
、
一
一
世
紀
か

ら
一
二
世
紀
に
か
け
て
本
地
垂
迹
説
が
形
成
さ
れ
た
の
は
日
本
独

自
の
展
開
で
あ
る
。

「
神
道
は
い
つ
か
ら
あ
る
か
」
問
題

　

神
仏
習
合
は
日
本
独
自
の
も
の
で
も
な
い
と
い
う
と
き
、「
神
」

は
神
信
仰
を
指
し
て
お
り
、「
神
道
」
を
指
す
も
の
で
は
な
い
と

い
う
理
解
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
神
道
」
は
い
つ

か
ら
あ
る
の
か
か
と
い
う
日
本
宗
教
史
の
難
問
が
関
わ
っ
て
く
る
。

編
者
の
一
人
で
あ
る
伊
藤
聡
は
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
、
古
代

に
は
神
道
は
な
か
っ
た
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
き
て
お
り
、
吉
田

も
そ
れ
を
是
認
し
て
お
り
、
本
シ
リ
ー
ズ
も
全
体
と
し
て
そ
の
理

解
に
従
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
確
か
に
「
神
道
」
の
概
念
が

流
通
す
る
の
は
両
部
神
道
・
伊
勢
神
道
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
宗

教
集
団
と
し
て
の
神
道
は
吉
田
神
道
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

だ
が
、
そ
も
そ
も
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
神
仏
習
合
の
な
か
で
神
祇

信
仰
が
強
力
な
自
律
性
を
発
揮
す
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。
本
地
垂

迹
説
は
仏
と
同
等
の
力
を
神
が
発
揮
す
る
と
い
う
信
仰
を
示
し
て

も
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
神
祇
信
仰
が
強
力
に
発
展
し
た
の

は
な
ぜ
か
。
七
世
紀
末
に
伊
勢
神
宮
が
成
立
し
、
記
紀
神
話
が
文

書
化
さ
れ
、
神
祇
官
を
と
お
し
て
律
令
体
制
の
な
か
で
神
祇
信
仰

の
組
織
化
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
大
き
い
。
井
上
順
孝
（『
神
道

─

日
本
生
ま
れ
の
宗
教
シ
ス
テ
ム
』
新
曜
社
、
一
九
九
八
年
）、
岡
田
荘
司

（『
日
本
神
道
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）、
新
谷
尚
紀
（『
神
道
入

門
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
律
令
神
道
、
古
代
国
家
神
道
を

前
提
と
す
る
神
道
論
は
多
い
。
現
在
の
神
社
神
道
の
立
場
か
ら
の

主
張
も
重
な
る
も
の
で
あ
る
が
、「
宗
教
」
を
ど
う
捉
え
る
か
と

深
く
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
神
仏
習
合
と
は
、
こ
の
古
代

国
家
に
お
け
る
天
皇
の
祖
神
で
あ
り
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
の
源

泉
＝
ア
マ
テ
ラ
ス
信
仰
と
、
神
祇
官
・
神
祇
令
に
よ
る
神
祇
の
組

織
化
、
ま
た
班
幣
制
度
が
前
提
と
す
る
地
方
の
神
々
の
権
威
の
承

認
と
関
連
し
て
考
察
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
吉
田
一
彦
の
い

う
「
天
皇
制
度
」
と
い
う
用
語
も
苦
肉
の
用
語
法
の
よ
う
に
見
え

る
が
、
そ
こ
に
古
代
日
本
国
家
の
一
つ
の
宗
教
的
基
盤
が
あ
る
こ

と
を
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

脱
構
築
と
現
代
的
問
題
意
識

　

私
が
以
上
の
よ
う
な
感
想
を
も
つ
の
は
、
現
代
の
問
い
か
ら
日

本
の
宗
教
史
を
捉
え
返
す
と
い
う
姿
勢
が
強
い
か
ら
で
、
近
現
代

に
関
心
を
も
つ
も
の
の
偏
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
シ
リ
ー

ズ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
頃
ま
で
に
前
提
と
さ
れ
て
い
た
日
本
宗
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教
史
の
固
定
観
念
、
あ
る
い
は
古
い
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
脱
構
築
さ
れ

て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
代
的
宗
教
観
や
一
国
史
観
と

つ
な
が
る
よ
う
な
日
本
宗
教
史
の
見
方
の
見
直
し
で
あ
る
。

　

⑴
古
代
仏
教
は
国
家
に
従
属
し
て
い
た
。

　

⑵
神
道
は
古
代
か
ら
実
在
し
て
い
る
。

　

⑶
鎌
倉
新
仏
教
が
日
本
仏
教
史
の
転
換
点
で
あ
る
。

　

⑷
祖
師
た
ち
の
思
想
の
理
解
が
日
本
宗
教
史
理
解
の
鍵
と
な
る
。

　

⑸�

祖
霊
信
仰
と
葬
祭
の
重
視
は
古
く
か
ら
の
土
着
的
な
信
仰
に

由
来
す
る
。

　

⑹�

将
軍
権
力
と
キ
リ
シ
タ
ン
禁
圧
が
日
本
宗
教
の
停
滞
を
も
た

ら
し
た
。

　

⑺�

江
戸
幕
府
の
仏
教
統
制
・
利
用
政
策
が
日
本
仏
教
の
停
滞
を

も
た
ら
し
た
。

　

⑻�

近
代
に
お
け
る
宗
教
の
国
家
へ
の
従
属
は
「
天
皇
制
」「
国

家
神
道
」
に
よ
る
も
の
だ
。

　

近
現
代
宗
教
史
に
関
心
を
も
つ
者
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
固
定
観

念
へ
の
ゆ
さ
ぶ
り
は
い
ず
れ
も
よ
く
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
こ
れ
に
対
し
て
、
比
較
の
視
点
を
も
っ
て
、
日
本
宗

教
史
を
宗
教
学
的
、
宗
教
社
会
学
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
と
、

以
下
の
よ
う
な
問
い
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。

　

ア�

な
ぜ
、
日
本
の
仏
教
は
本
末
関
係
で
組
織
さ
れ
、
宗
派
毎
に

結
束
す
る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
た
の
か
。

　

イ�

な
ぜ
、
戒
律
に
つ
い
て
独
自
の
捉
え
方
を
し
、
肉
食
妻
帯
許

容
の
仏
教
が
優
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
か
。

　

ウ�

な
ぜ
、
土
着
の
神
信
仰
を
基
盤
と
す
る
神
社
神
道
が
大
き
な

勢
力
を
も
っ
て
存
在
す
る
に
至
っ
た
の
か
。

　

エ�

な
ぜ
、
皇
室
の
神
道
儀
礼
や
靖
国
神
社
が
国
家
体
制
に
関
わ

る
政
治
的
争
点
と
な
っ
た
の
か
。

　

オ�

な
ぜ
、
新
宗
教
が
か
く
も
多
く
の
勢
力
を
も
っ
た
の
か
。

　

カ�

な
ぜ
、
戦
前
、
か
つ
て
の
神
仏
習
合
を
基
盤
と
す
る
教
派
神

道
が
大
き
な
勢
力
を
も
っ
た
の
か
。

　

キ�

な
ぜ
、
法
華
系
の
仏
教
運
動
が
か
く
も
大
き
な
勢
力
を
も
つ

に
至
っ
た
の
か
。

　

ク�

な
ぜ
、
近
代
に
至
っ
て
も
キ
リ
ス
ト
教
集
団
の
影
響
が
限
定

的
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
か
。

国
家
と
宗
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
比
較
枠
組
み

　

こ
う
し
た
問
い
に
答
え
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
は
本
シ
リ
ー
ズ
の
な

か
に
、
豊
か
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
遠
藤
潤
「
近

代
神
道
研
究
を
め
ぐ
る
諸
相

─
柳
田
國
男
「
神
道
私
見
」
を
視

点
と
し
て
」（
第
六
巻
）
で
は
、
一
九
一
八
年
に
公
表
さ
れ
た
「
神

道
私
見
」
に
お
い
て
、
柳
田
が
「
東
洋
諸
国
共
通
の
国
教
問
題
」

に
言
及
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、
成

立
し
よ
う
と
し
て
い
る
中
華
民
国
の
憲
法
に
お
い
て
「
孔
子
教
」
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国
教
化
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ふ
れ
た
も
の
だ
が
、
遠

藤
は
「
柳
田
が
、
神
道
の
問
題
を
近
代
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
共
通

す
る
国
教
／
諸
宗
教
の
問
題
と
し
て
理
解
し
て
い
る
点
は
注
目
に

値
す
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
や
沖
縄
な
ど
も
含
め
て
、

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
家
と
宗
教
の
関
係
を
め
ぐ
る
共
通
の
問
い

が
あ
る
と
い
う
観
点
が
、
す
で
に
一
九
一
〇
年
代
に
示
さ
れ
て
い

た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

こ
の
比
較
の
観
点
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
基
本
的
な
枠
組
み
に

そ
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
う
し
た
観
点
は
国

家
と
宗
教
の
関
係
を
普
遍
的
な
理
論
枠
組
み
を
探
り
な
が
ら
問
う

宗
教
社
会
学
的
な
問
題
意
識
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
中
世
で
あ
れ

ば
、「
仏
法
王
法
相
依
論
」
と
い
う
概
念
が
関
わ
る
も
の
だ
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
宗
教
史
に
お
い
て
も
思
想
史
に
お
い
て
も
多
く

の
論
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。
本
シ
リ
ー
ズ
で
も
こ
の
概
念
は

要
所
に
登
場
し
て
い
る
が
、
で
は
、
近
世
・
近
代
・
現
代
に
お
い

て
こ
れ
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
、
世
界
の
諸
地
域
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
日
本
の
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
の
か
。
こ
う
し

た
問
題
は
、
未
だ
に
十
分
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
た
問
い
が
今
ひ
と
つ
明
確
に
主
題
化
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
、
と
く
に
近
現
代
の
宗
教
史
に
焦
点
を
置
い
て
学
ん
で
き
た

者
と
し
て
も
の
足
り
な
く
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
こ
れ
は

四
人
の
編
者
が
古
代
史
、
中
世
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者
で
あ
る

こ
と
と
も
関
わ
り
が
あ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
本
シ
リ
ー
ズ
の

中
に
近
世
・
近
代
・
現
代
に
及
ぶ
論
考
は
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
啓
発
的
な
資
料
提
示
や
理
論
的
考
察
が
な
さ

れ
て
お
り
、
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。

　

先
に
私
が
関
わ
っ
た
、
二
つ
の
シ
リ
ー
ズ
『
日
本
人
と
宗
教
』

全
六
巻
（
春
秋
社
、
二
〇
一
四
～
一
六
年
）
と
『
近
代
日
本
宗
教
史
』

全
六
巻
（
春
秋
社
、
二
〇
二
〇
～
二
一
年
）
に
ふ
れ
た
が
、
両
シ
リ
ー

ズ
が
取
り
組
ん
で
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
相
互
に
対
話
し
合
う
よ

う
な
場
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
本
シ
リ
ー

ズ
で
古
代
史
・
中
世
史
の
専
門
家
が
編
者
と
し
て
提
示
し
た
日
本

宗
教
史
研
究
の
再
構
成
の
豊
か
な
成
果
を
、
近
現
代
の
宗
教
史
を

見
る
上
で
さ
ら
に
生
か
し
、
拡
充
し
て
い
く
よ
う
な
場
が
展
開
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

日
本
宗
教
史
と
日
本
思
想
史

　

最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
と
日
本
思
想

史
研
究
と
の
関
係
で
あ
る
。「
日
本
宗
教
史
」
と
「
日
本
思
想
史
」

は
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
の
大
き
い
研
究
領
域
で
あ
る
。
だ
が
、

「
思
想
史
」
は
書
か
れ
た
文
書
に
表
現
さ
れ
た
「
思
想
」
を
対
象

と
す
る
領
域
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
他
方
、「
宗
教
史
」
は

文
書
化
さ
れ
た
「
思
想
」
も
も
ち
ろ
ん
対
象
に
含
ま
れ
る
が
、
実
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践
の
様
態
や
集
団
の
あ
り
方
、
建
造
物
や
美
術
品
、
文
学
表
現
や

口
頭
伝
承
な
ど
も
対
象
と
な
る
。
第
一
巻
『
日
本
宗
教
史
を
問
い

直
す
』
は
そ
の
こ
と
を
強
く
意
識
し
、
関
連
す
る
人
文
学
の
さ
ま

ざ
ま
な
領
域
か
ら
の
寄
稿
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
、
柳
田
國
男
や
折
口
信
夫
が
文
字
に
残
さ
れ
に
く
い
伝

承
の
研
究
を
重
ん
じ
、
そ
う
し
た
伝
承
の
中
核
に
「
心
意
伝
承
」

が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ
れ
に
刺
激
さ
れ

て
、
戦
後
の
あ
る
時
期
ま
で
は
「
民
衆
思
想
」
研
究
や
「
思
想
の

科
学
」
と
い
っ
た
試
み
が
盛
ん
だ
っ
た
。
宗
教
学
で
は
早
く
か
ら

宗
教
人
類
学
が
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
お
り
、
二
一
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
も
「
生
き
ら
れ
る
宗
教
（lived�religion

）」
の
研
究
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、M
eredith�M

cGuire,�Lived 

R
eligion: Faith and Practice in E

veryday Life,�O
xford�U

niversity�

Press,�200（

）。
こ
れ
ら
は
「
生
活
形
式
の
な
か
の
宗
教
」
の
重
要

性
に
注
目
し
、
そ
れ
を
汲
み
上
げ
よ
う
と
し
た
試
み
と
い
え
る
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
『
日
本
宗
教
史
』
は
宗
教
に
対
し
て
多
面
的
に

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
が
、「
生
活
形
式
の
な
か
の
宗
教
」
に
も

多
く
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
本
シ
リ
ー
ズ
第

五
巻
が
『
日
本
宗
教
の
信
仰
世
界
』
と
い
う
題
を
掲
げ
て
い
る
の

は
、
こ
う
し
た
世
界
的
な
研
究
動
向
と
も
合
致
し
て
い
る
よ
う
に

思
え
る
。
文
化
人
類
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
の
共
通
性
と
い
う
点

で
は
、
ア
ナ
ー
ル
派
な
ど
歴
史
学
に
お
け
る
社
会
史
の
重
視
の
潮

流
と
も
符
節
を
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
文

書
化
さ
れ
た
「
思
想
」
が
研
究
対
象
と
し
て
た
い
へ
ん
重
要
な
も

の
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
組

織
さ
れ
た
思
考
が
文
書
化
さ
れ
て
表
出
さ
れ
、
社
会
的
に
大
き
な

影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
に
つ
い
て
も
異
論
は
な
い
。
だ
が
、「
思

想
史
」
研
究
は
本
書
で
大
い
に
関
心
を
払
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
宗

教
の
諸
側
面
に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い

は
取
り
組
み
が
い
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

他
方
、
儒
学
研
究
に
多
く
の
成
果
と
蓄
積
が
あ
る
日
本
思
想
史

研
究
の
成
果
は
、
日
本
宗
教
史
研
究
に
十
分
に
取
り
込
ま
れ
て
い

る
だ
ろ
う
か
。
東
ア
ジ
ア
世
界
の
宗
教
史
は
、
儒
教
を
大
き
な
プ

レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
組
み
直
す
こ
と
が
な
い
と
見
通
し
が
つ
き
に
く

い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
は
本
シ
リ
ー
ズ
で
も
見
え

始
め
て
い
る
が
、
儒
教
を
宗
教
で
は
な
い
と
す
る
見
方
が
、
日
本

宗
教
史
研
究
に
お
け
る
儒
教
研
究
へ
の
制
約
要
因
に
な
っ
て
い
な

い
だ
ろ
う
か
。
小
島
毅
『
増
補�

靖
国
史
観
』（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、

二
〇
一
四
年
）、
岩
田
重
則
『
靖
国
神
社
論
』（
青
土
社
、
二
〇
二
〇

年
）
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
昨
今
の
国
家
神
道
研
究
で
は
、
水
戸

学
や
皇
道
・
皇
国
論
の
歴
史
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
な
ど
も
思
い

起
こ
さ
れ
る
。
日
本
思
想
史
研
究
か
ら
の
い
っ
そ
う
の
参
入
が
待

た
れ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

　
「
宗
教
史
」
研
究
と
「
思
想
史
」
研
究
は
ど
う
交
差
す
る
の
か
。
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こ
の
問
い
に
は
、
民
俗
学
、
文
学
史
、
芸
能
史
、
美
術
史
、
建
築

史
、
そ
し
て
文
化
人
類
学
や
歴
史
社
会
学
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
関
連

分
野
も
関
心
を
抱
く
こ
と
だ
ろ
う
。「
人
文
学
」
と
い
う
視
野
で

「
宗
教
史
」
を
捉
え
よ
う
と
す
る
シ
リ
ー
ズ
『
日
本
宗
教
史
』
は
、

こ
う
し
た
長
期
的
な
方
法
論
的
な
問
い
も
、
新
た
な
形
で
投
げ
か

け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

�

（
大
正
大
学
客
員
教
授
）
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